
裏の守
〈プレビュー版ルール〉
1人用ボードゲーム 30分

魔法が人の手を離れないことを
庭師が主を失わないことを
誰が約束しただろう

裏庭は、すぐそこまで迫っている

「裏の守」は、「箱庭の国」のソロプレイ用ルール
です。初期配置が与えられた盤面で、規則的に行
動し、プレイヤーのほうへと迫ってくる相手の庭
師を、手詰まりになる前に盤上から駆逐すること
を目指します。

◆ ゲームの準備
このルールでは、「華」の陣営を自分の陣営、「蔓」
の陣営を相手の陣営としす。
まず、石をすべて (36 個) 手元に置きます。手元
の石はストックと呼び、自分の石か相手の石かを
区別せず、両方の開拓に使用します。
ボードの一番右手前のマスに自分の庭師を、一番
奥の左から三番目のマスに相手の庭師を、それぞ
れ作ります。
結果、場は下図のようになります。
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次に、「華」と「蔓」のカード全て (8 枚) を、黒
の面を表にし、目をつぶってよく混ぜます。カー
ドがある程度混ざったら、上からから半分 (4 枚)

を取り、裏表を反転して戻し、再びよく混ぜます。
そののち、目を開けて、カードを横 4枚、縦 2枚
の形に並べます。ここでもカードがよく混ざるよ
うに、下記のような順番でジグザグに置いていき
ます。
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カードの横の並びを段、縦の並びを列と呼びます。
「華」のカードを自分のカード、「蔓」のカードを
相手のカードと呼びます。自分のカード全てが相
手の方を、相手のカード全てが自分の方を向いた
状態にします。ボードの手前が自分の方、ボード
の奥が相手の方です。カードは、置かれた向きで
使用します。(つまり、相手のカードは天地を反転
して使います。)

結果、下図のようにカードが並びます。

カードを並べたら、以下のように相手陣営の初期
配置を行います。

• 場に並んだ相手のカード全てを一度ずつ
使い、相手の庭師に開拓を行わせます
(開拓の処理については、後述の「◆開拓
の手順」を参照してください)

• 一つの庭師が複数回の開拓を行うため、結
果として開拓の効果は累積します (開拓の
範囲が重なったマスに、石が積みあがっ
ていきます)

• 開拓の過程で新しい庭師ができたとして
も、初期配置の過程で開拓を行うのは、最
初からボードに置かれた庭師だけです

先述の例で示したカードの並びで初期配置を行う
と、ボード上は下図のようになります。

〈調整〉 ゲームの準備の最後に、あなたはカード
の任意の列を選ぶことができます。列を
選んだら、それより右のカードを、並び順
を変えずに左端のカードのさらに左に移
動します。以後、ゲーム中カードの並び
順が変わることはありません。

◆ 進行
ゲームは、手番を繰り返すことで進行します。手
番には、「自分の手番」と「相手の手番」がありま
す。(一人用ゲームである以上、自分の手番も、相
手の手番も、すべてあなたが処理します。)

• 自分の手番では、自分の庭師を移動させ、
開拓を行わせます。そののち、相手の庭
師が一歩前進します。

• 相手の手番では、相手の庭師が開拓を行
います。相手の手番では、庭師は移動し
ません。

ゲームは、以下の条件で終わります。
• 相手の庭師の侵攻を許したり、ゲームの
続行ができなくなった場合、あなたの敗
北でゲームは終わります

• 相手の庭師をすべて取り除いたら、あな
たの勝利でゲームは終わります

◆ 手番の概要
手番では、カードを 1枚選んで使用します。
自分のカードを選べば自分の手番、相手のカード
を選べば相手の手番になります。
選べるカードは、上段か下段の未使用のカード
のうち、その段の中で一番右端にあるカードだけ
です。(多くの場合、使用するカードは、上段の
カードか下段のカードかの二択から選ぶことなり
ます。)

全てのカードが未使用である場合、上段か下段
の右端のカードのどちらかを使います。

使用したカードは、わかりやすいように若干右に
ずらして、未使用カードとの間に隙間を作ります。
以降は、上段か下段の、「左側のブロック」の右端
のカードを使います。

より未使用カードの枚数が多いほうの段を、優
先して選ぶ必要はありません。ただし、どちらか
の段のカードを全て使用すると、以降はもう片方
の段のカードを右から順番に使用することにな
ります。(選ぶカードの選択肢は一つだけになり
ます。)

さらに、実際には、使用できるカードは有効な開
拓を行えるカードに限られます。この点について
は、「◆開拓の手順」で詳述します。
以上の説明からわかるように、このゲームでは、
「自分の手番」と「相手の手番」は交互に行われる
とは限りません。

◆ 自分の手番
自分のカードを選んだら、自分の手番を行います。

自分の庭師の移動
自分の手番では、まず自分の (=「華」陣営の)庭
師を、上下左右及び斜めに隣り合うマスに移動さ
せます。

• 自分の庭師が複数ある場合、それらを任
意の順番で、個別に、必ず全て、移動させ
ます

• 移動先に庭師がある場合、庭師はそこへ
移動できません

• 移動先に「蔓」陣営の石が置かれていた場
合、庭師はそこへ移動できません

• 移動先に「華」陣営の石が置かれていた場
合、それらを取り除いてストックに戻し
てから、庭師をそこへ移動させることが
できます

▲ 自分の庭師をどのような順番で、どのような方
向に動かしても、どうしても動かすことができな
い庭師が一つでもある場合、あなたはゲームに負



けます。
《例》 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

上図の状況では、庭師 A.を a.のマスに動かして、
a. のマスにあった石をストックに戻し、庭師 B.

を庭師 A. があったマスに動かすのが、唯一の可
能な移動です。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

自分の庭師の開拓
そののち、自分の庭師の全てに、選んだカードの
内容に従って同時に開拓を行わせます。詳細は、
後述の「◆開拓の手順」を参照してください。
△ 開拓の結果、相手の庭師が一つもない状態に
なったら、あなたはゲームに勝ちます。

相手の庭師の移動
自分の庭師の移動と開拓が終わったら、相手の (=

「蔓」陣営の)庭師が全て 1マス前進 (手前のマス
へ移動)します。

• 相手の庭師は、自分から見て一番手前の段
に近い段のものから、順番に前進します

• 移動先に「蔓」陣営の石が置かれていた場
合、それらを取り除いてストックに戻し
てから、庭師を前進させます

• 移動先に「華」陣営の石が置かれていた場
合、庭師は前進しません

• 移動先に庭師がある場合、庭師は前進し
ません

▲ 相手の庭師が自分から見て一番手前の段のマス
に移動したら、あなたはゲームに負けます。
《例》 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

相手の庭師の中で、A.の庭師が一番手前に段にい
るので、一番最初に前進させます。その次に、B.

の庭師を手前にできた空きマスに移動させます。
(この処理順の規定により、A.の庭師は B.の庭師
の前進を妨げません。)

C. および D. の庭師は、手前の他陣営の石と庭師
によって前進を妨げられるため、移動できません。
E. の庭師は、手前の同陣営の石を取って (ストッ
クに戻して)前進します。
この移動の結果、A.の庭師が一番手前の段に存在
するため、あなたはゲームに負けます。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

〈特例〉 相手の庭師のうち、一番奥の段にいるも
のは、前進を行いません。（これはゲーム
中、移動することはありません。）

◆ 相手の手番
相手のカードを選んだら、相手の手番を行います。

相手の庭師の開拓
相手の手番では、相手の庭師全てが、選んだカー
ドの内容に従って同時に開拓を行います。詳細は、
後述の「◆開拓の手順」を参照してください。
相手の開拓は、自分とは天地を反転して行われる
(手前を正面とする)点に注意してください。
▲ 相手の開拓の結果、自分の庭師が一つもない状
態になったら、あなたはゲームに負けます。
▲ 相手の開拓の結果、相手の庭師が自分から見て
一番手前の段のマスに作られたら、あなたはゲー
ムに負けます。

◆ 開拓の概要
開拓の定義は「庭園」ルールに、手順は「玉座」
ルールに準じますが、開拓の範囲の規定や、実行
できる開拓とできない開拓の規定等が異なります。

開拓の範囲
開拓を行う庭師が複数ある場合、全ての庭師が同
時に、同じ開拓を行います。ただし、開拓の効果
は累積しません。言い換えると、それぞれのマス
は、手番中一度開拓の対象になったら、以降は開
拓の対象になりません。

開拓の処理手順
使用するカードに書かれた開拓範囲の、開拓側の
庭師がいない全てのマスについて、以下のように
処理します。

1. 開拓側の石が 2 つ積まれたマス全てに、
石を 1つずつ置く

2. 開拓側の石が 1 つ積まれたマス全てに、
石を 1つずつ置く

3. 空きマス全てに、石を 1つずつ置く
4. 開拓側のものでない石が 1 つ積まれたマ
ス全てから、石を 1つずつ取る

5. 開拓側のものでない石が 2 つ積まれたマ
ス全てから、石を 1つずつ取る

6. 開拓側のものでない石が 3 つ積まれたマ
ス全てから、石を 1つずつ取る

「開拓側」の部分は、自分の手番なら「自分」、相
手の手番なら「相手」と読み替えてください。
石を置くときはストックの石を使い、石を取った
らストックに石を戻します。
開拓を行う前に、あらかじめ「石を置くステップ
(1.～3.)で、対象となるマス全てに石を置ける」か
どうかを確認してください。もしストックの石が
足りなくなる場合、この開拓は無効となり、実行
することができません。
これに対して、開拓の範囲が全て盤外となる、開
拓の範囲が開拓側の陣営の庭師で埋まっているな
ど、盤面に変化を及ぼさない開拓は「石を使わず
に完遂できる開拓」として扱われ、実行すること
ができます。
▲ 手番でどうしても開拓を実行できない場合、自
分の手番か相手の手番かにかかわらず、あなた
はゲームに負けます。
《例》 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

上図の状況で、図中のカードを選んで、自分の手
番を行いました。枠付きで示したのが、今回の開
拓の対象となるマスです。なお、石のストックは
3つ以上あるものとします。
開拓の結果は、下図のようになります。

開拓対象のマスうち右から 2 番目のものは、2 つ

の庭師の開拓範囲に含まれますが、石は 1 つしか
置かれない点に注意してください。
また、石のストックが 3 つ未満の場合、この開拓
は行うことができません。

上図のような状況で、図中のカードを選んで、相
手の手番を行いました。
奥にある相手の庭師の開拓範囲には、そのすべて
に同陣営の庭師が置かれています。手前寄りにあ
る二つの庭師の開拓範囲は、盤外になります。し
たがって、この開拓の結果、盤面は何も変化しま
せん。
このような開拓は、行うことができます。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

◆ カードの循環
カードが全て (8 枚とも) 使用済みになったら、
カードを全て未使用状態に戻します。(カード全体
を、若干左に動かします。) そののち、ゲームを続
行します。

◆ ゲームの終了と勝敗
ゲームに負ける条件、勝つ条件は下記のとおり
です。
▲ ゲームに負ける条件：

• どのカードを使っても有効な開拓を行え
ない状態になる

• 自分の手番で、どうしても動かせない自
分の庭師が一つでも存在する

• 相手の庭師が一番手前の段に一つでも存
在する状態になる

• 自分の庭師が一つもない状態になる
△ ゲームに勝つ条件：

• 相手の庭師が一つもない状態になる
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